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2  Ma-6 導電性繊維を含有する制電性縫糸の制電性と縫糸の太さとの関係

○鎌田佳伸、荒川由希、白水絹子

( 実践女大)
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【目的】本研究は、衣服等に発生する静電気の帯電防止を導電性繊維サンダーロン ⑧を

含有する制電性縫糸を用いて行うことを最終的な目的としているが、その基礎的研究とし

て制電性縫糸の構造と制電性との関係を明らかにしようとしている。本報告では、糸の構

造として太さの影響を詳細に検討した。また、毛羽の効果についても言及した。

【実験】試料布にはウールサージ（0.5mm厚）を摩擦布にはポリエステルタフタを用い、

20°Cで1O%RH 以下の環境条件下で摩擦帯電させた。試料布には制電糸が並縫いで縫い込ま

れている。制電性は、布のみの摩擦帯電値に対する制電糸を組み込んだ試料の摩擦帯電値

の比で評価した。

【結果】市販のサンダーロン15％混紡縫糸を１本用いて試料布の中央に並縫いすると、帯

電圧は約1／5に軽減した。また、その縫糸を３本引き揃えて縫い込んだ場合には約1／6に

軽減した。このことから、糸の太さによる制電効果は認められた。しかし、糸量の増大に

よる制電効果の増大はわずかであり、制電糸の存在の有無が制電性に大きく影響すること

が分かった。なお、市販縫糸を解撚して下撚り糸を取り出し、それらの糸で太さの異なる

縫糸を再加工し実験に供したが、その結果は上記と変わらなかった。検討すべき他の構造

因子として毛羽の存在などがあるがこれらの検討結果についても報告する。

2  Ma-7 ナイロンー6超極細繊維の機械特性
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（目的）　極細繊維の機械強度についての実験データは、実験自体が困難であることから、
報告数が少ない。このため、種々の直径を有する繊維の物性の検討では、極細繊維の物性
を含む報告はほとんどない。本研究では、超極細繊維の繊維軸方向への引張り特性につい
て、信頼性の高い引張り強度の測定を行うために、高感度の引張り試験器を設計・試作し
た。得られた実験結果に対して、ナイロンー6
（方法）　実験に使用した試料は、断面直径

繊
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維の引張り特性を系統的に検討した。
異なるナイロンー6繊維 ４種類である。その

●'--■●　　'ｒ　　㎜㎜■内訳は直接溶融紡糸 された普通繊維 ２ 種類 と極細繊維 １ 種類、ならびに海島紡糸された超

極細繊維 １種類である(以下、直径81.6,    23.9μｍ普通繊維試料をn82,    n24、直径9.  08μm

極細繊維試 料をn09 、直径2.45 μｍ 極細繊維試 料をnO2 と記す) 。引張り試験 におい て

n82, n24,nO9 は万能型引張り試験器を用い、nO2 は試 作した引張り試験器を用い標準状態お

よび湿潤状態の荷重一伸長曲線を測定した。
（結果）　標準状態および湿潤状態の試料繊維 ４ 種の破壊荷重は断面積に比例することが
確認された。 nO2の荷重一伸長曲線は、大きな破壊荷重を示す曲線と小さな破壊荷重を示す
曲線との二種類の曲線を示した。この原因は、断面直径の分布が二群に分かれることに起
因することが確認された。測定した荷重一伸長曲線から応力－歪曲線を算出し、標準状態
と湿潤状態との比較を行った。標準状態に対して湿潤状態における破壊強度、初期弾性串
の低下率は、繊維直径が小さい繊維である程、小さくなることがわかった。試料の密度、
配向性、熱分析の測定結果を基に、繊維構造と引張り特性について考察した。
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